

















































































































































































































































































































































































































マリーブ 『人体の構造と機能』 (第4版), 医学書院から改変
嗅脳
嗅球・嗅脳
大脳半球ミゾとシワが発達した大脳半球
表面の細胞数は全体の1/3.
発生的観点
「生きている」・「たくましく生きる」脳と直結している嗅脳
脳の三次ニューロンから
前頭前皮質で
統合され、
においが認知される。
①前頭葉、
②頭頂葉、
③後頭葉、
④側頭葉、
⑤嗅脳
視床下部と脳下垂体
視床下部は、体内環境維持（ホメオスタシス）の最高中枢です。
体温、血糖値、飲水、摂食、性行動、攻撃、自律神経、内分泌（ホ
ルモン）系など多数の器官が関わる反応を、統合的に調節します。
（ホルモンのセンター）
自律神経系中枢
ハーブを賢く使いこなして
大脳辺縁系の構造と働き
生物総合資料 p228
情動 記憶覚醒
理性
本能行動や情動や記憶など、生存や種族維持に必要な基本的生命
現象を担っている、たくましくいきいきと生きる脳。
大脳辺縁系の働き
大脳辺縁系は、本能行動や情動や記憶など、生存や
種族維持に必要な基本的生命現象を担っている。
本能行動：摂食や生殖など
情動：喜び.悲しみ、怒り、恐怖、嫌悪、驚きというよう
な一過性の激しい感情で、心拍数や血圧の変化など
身体的反応を伴うもの
大脳辺縁系は視床下部と関係が深く、自律神経系や
内分泌系の制御にも関与する。
大脳辺縁系の中で、扁桃体は情動に深く関わり、
海馬は、記憶の形成に働いている。
生物総合資料 p228
情動が起こるしくみ
①感覚情報の伝達と評価
においも含め、感覚器や大脳新皮質から届けら
れる感覚情報をもとに、扁桃体が快か不快
かなどの評価（価値判断）をする。
評価は大脳新皮質にフィードバックされ、情動
が生じる。
②運動野・脳幹への伝達
情動の評価は運動野へ送られ行動となり、また
脳幹にも送られて、自律神経機能や内分泌機能
などを制御して、身体反応が引き起こされる。
③情動の制御（前頭葉からの）
生物総合資料 p228
におい
運動野
情動とにおい
①感覚情報の伝達と評価
②脳幹への伝達
③情動の制御
大脳新皮質の前頭葉は情動の制御、
つまり評価の変更や消去を行う。
においは、脳の「たくましく生き
る」・「うまく生きる」・「よく生き
る」のはたらきとともに、記憶さ
れ、認知され、行動や身体反応
につながる。
生物総合資料 p228
におい
においと情動・記憶など
• においの感じ方の個人差
– 嗅覚受容体の遺伝子多型
– 性差
– 後天的な因子
– プルースト効果（あるにおいが特定の記憶を）
– 実家に帰った時の、におい、雰囲気ーー＞子ど時代の記憶
– アルツハイマー病、パーキンソン病で嗅覚低下
• 体臭と化学コミュニケーション；香水
– 疾病に伴う体臭の変化
– 男性の腋のにおいの女性への影響；アポクリン腺
– 女性の月経周期、「マクリントック効果」
– 0 歳児の母親
乾燥したヨーロッパ等では
香水のようににおいのはっきりしたものが好まれ、
日本では細かな違いを楽しむ香道が生まれた。
日本人と西欧人では、
遺伝子上の嗅覚受容体にも違いがあるか。
脳と身体に働きかけるハーブ、薬草。
ハーブを賢く使いこなしてください。
• 最も根源的な感覚である嗅覚（情の脳に直結）
• 情動、記憶、自律神経系、ホルモン系との連関
• ハーブを基に健康でいきいきと生きるために
• 時にたくましく生きるために
• 医学、心理・精神、行動の基盤、脳と身体。
• どうぞご質問を
ご清聴ありがとうございました。

